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図 3 井原西鶴⽛西鶴俗つれづれ⽜巻 2
元禄 8年(1695)刊 西村作図




































































図 6 (右) 饒田喩義⽛長崎名勝図絵⽜巻 2下 文政年間 (1820頃) 長崎市立博物館蔵






























































































































































































































































































































図 8 (右) 鈴木春信⽛青楼美人合⽜明和 7 (1770)年 国立国会図書館蔵
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( 1 ) 川柳評万句合興行における明和 2年の勝句刷相印札の 3枚目。中西賢治編
⽝川柳評万句合勝句刷⽞第 3冊(1993年)228頁(総964頁)。清博美・谷田有史
⽝江戸川柳で読み解くお茶⽞(2017年)93頁





( 3 ) 恕堂閑人⽝寛保延享江府風俗志⽞(日本随筆大成編集部編⽝続日本随筆大
成⽞別巻 近世風俗見聞録 8所収，1982年)19頁
( 4 ) 宇治市歴史資料館⽝緑茶の時代ᴷ宇治・黄檗の近世史⽞(宇治文庫10，
1999年)76～81頁
( 5 ) 近世風俗研究会刊⽝商人買物独案内⽞上，35葉オモテ(1962年)。新撰京都
叢書刊行会編⽝新撰京都叢書⽞第 7巻(1984年)35頁
( 6 ) ⽛上煎茶⽜については，大槻幹郎⽛煎茶の語義について⽜⽝野村美術館研究
紀要⽞第16号(2007年)23頁参照。
1 ．17世紀(江戸前期)
( 7 ) 人見必大⽝本朝食鑑⽞ 2 (東洋文庫312所収，1977年)120・121頁























































































⽝投盃⽞第 2 (飯田正一他校注⽝談林俳諧集一⽞古典俳文学大系 3 所収，
1971年)547頁
(41) ⽛物とては烏ばかりやのこるらん 生前出し茶一盃の露⼧ ⼨七百五十韻⼩ (日
本俳書大系刊行会編⽝談林俳諧集⽞日本俳書大系第 7巻所収，1926年)270頁
96
(42) 井原西鶴⽝俗つれづれ⽞巻 2 (元禄 8 年，1695)(新編西鶴全集編集委員会
編⽝新編西鶴全集⽞第 4巻所収，2004年)457～459頁
(43) 大庭脩編⽝長崎唐館図集成⽞(関西大学東西学術研究所資料集刊 9 － 6 所
収，2003年)15頁図版 7並びに101頁図版22
(44) 注(29)阿部前掲書332頁































の十七葉ウラ｡倉員正江編 ⼨浮世草子研究資料叢書⼩第 4巻(2008年)解題 4頁。
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宝永 7 年(1710)ᴷ遊郭 江島其磧⽝野自内証鑑⽞五之巻(八文字屋本研究
会編⽝八文字屋本全集⽞第 2巻所収，1993年)140頁




享保 5 年(1720)ᴷ富裕な商家 江島其磧⽝浮世親仁気質⽞二之巻(八文字
屋本研究会編⽝八文字屋本全集⽞第 7巻所収，1994年)464頁
享保 5 年(1720)ᴷ富裕な商家 江島其磧・八文字屋自笑⽝役者三蓋笠⽞
(大坂)(役者評判記研究会編⽝役者評判記集成⽞第 7巻所収，1975)495頁




元文 2 年(1737)ᴷ都塵舎雲峰⽝怪談御伽楼⽞巻三の二十一葉ウラ(元文 2
年，1737)倉員正江他編⽝浮世草子研究資料叢書⽞第 1巻(2008年)658頁。
元文 4 年(1739)ᴷ妙延山人富雪峯⽛窓外不出集⽜巻下の三十七葉ウラ(元


















(57) 注( 8 )農山漁村文化協会前掲書157頁
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(69) 越智久為⽝反古染⽞(宝暦 3 年，1753)(辛島謙吉編⽝続燕石十種⽞第一所
収，1908)180頁




(72) 林屋辰三郎他編⽝日本の茶書⽞ 2 (東洋文庫206，1972年)59～67頁
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(73) 百井ṍ雨⽝笈埃随筆⽞(駒敏郎他編⽝史料京都見聞記⽞第 4 巻所収，1992
年)388頁
(74) (江戸)三橋成烈⽛新斎夜語⽜(安永 4 年，1775)では，売茶翁を歓迎して
⽛日ごとに来るを待ちて⽜語ったのは⽛市中の隠士等⽜であったとしている。
飯倉洋一校訂代表⽝前期読本怪談集⽞(江戸怪談文芸名作選第 2巻，2017年)
145頁
(75) 釈敬順⽝十方庵遊歴雑記⽞五編巻の上(江戸叢書刊行会編⽝江戸叢書⽞巻
四所収，1916年)156頁。なお，文中に登場する茶銘の[一森]を看板に上げた
茶店が画像で確認できる。江戸・中村座⽛神霊矢口渡仇縁浮名琫⽜嘉永元年
(1848)。鳥越文藏ほか編⽝朱筆書入れ江戸芝居絵本番付集⽞ 1 (早稲田大学
蔵資料影印叢書国書編第46巻所収，1992年)365頁
(76) 滝澤馬琴⽝羇旅漫録⽞65京師の評，77河原のすずみ(日本随筆大成編集部
編⽝日本随筆大成⽞第 1期第 1巻所収，1975年)
(77) 活東子⽝江戸真砂六十帖広本⽞巻十(朝倉治彦編⽝燕石十種⽞第 4巻所収，
1979年)99頁
(78) 伴蒿蹊⽝近世畸人伝⽞巻二(寛政 2，1790)(宗政五十緒校注⽝近世畸人伝
・続近世畸人伝⽞東洋文庫202所収，2004年)80頁
6 ．宗円・売茶翁以後
(79) もちろん，西村2018で述べた茶漉しと漢方薬漉しの関係と同様で，居室内
への持ち込みも漢方薬がはるかに先行する。⽝見ぬ京物語⽞上巻二十八葉オ
モテ(万治元年，1659)般庵野間光辰先生花甲記念会⽝仮名草子集⽞(近世文
芸叢刊第 2巻，1970年)249頁。石川流宣⽝好色江戸むらさ記⽞巻四の七葉オ
モテ(京都大学付属図書館蔵)
(80) 土瓶の使用は，江戸の発掘からは18世紀末からの急増が想定される。堀内
秀樹⽛土瓶ᴷ器種と分類11⽜江戸遺跡研究会編⽝図説江戸考古学研究事典⽞
(2001年)320・321頁
(81) 上田秋成と同時代の京・烏丸二条の小山伊兵衛の店では，煎茶の値段に23
ランクがあることが紹介されている。製作者の技術レベルによって品質差・
価格差が大きかったことも要因であろう。宇治市歴史資料館カタログ⽝宇治
茶ᴷトップブランドの成立と展開⽞(2012年)66頁
(82) 捨楽斎⽝当世穴噺⽞巻三，四葉ウラ(国立国会図書館蔵)
(83) 朝日新聞東京本社企画部編カタログ⽝大英博物館所蔵浮世絵名作展⽞
(1985年)図版31
(84) 村上静人編⽝契情肝粒志・珍説豹の巻⽞(人情本刊行会第 3輯，1923年)36
頁
(85) 林屋辰三郎・藤岡謙二郎編⽝宇治市史⽞第 3巻(1976年)400～403頁
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